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医療関係者専門部会について

平成29年度第２回地域医療構想調整会議（H30.1.16 曽於と合同開催）で，

次の資料により設置を決議

１ 開催目的
地域医療構想は医療機関の将来計画のひとつの指針となるものであ

り，また，個々の医療機関の病床の増減・機能転換の積み上げにより各
圏域で構想が推進されていくものである。

このため，構想の策定に当たり地域振興局に「地域医療構想懇話会」
を設置し多くの医療関係者等の参加を得て協議を進めるとともに，構想
の推進に当たっては，医療機関の自主的な取組及び医療機関をはじめと
した関係者相互の協議を促進するために医療圏ごとに「地域医療構想調
整会議」を平成29年１月に設置し，これまで各圏域２回の会議を開催し
たところである。

ついては，構想推進の主体である医療関係者に対し，改めて構想の周
知を図るとともに，調整会議の協議への（委員を介した）参加意識を高
めるため，医療関係者による説明・協議の場を設けることとしたい。

この説明・協議の場については，単なる説明会ではなく調整会議本体
の協議につなげるため，各調整会議の専門部会として位置づけることと
したい。

２ 部会の出席者
 部会員

・郡市医師会
・代表性を考慮した病院・診療所，主な疾病に関する学識経験者
・市町長(調整会議設置要綱第８条により主管課長の代理出席も可)

 関係者
・医療機関関係者（要綱第９条の関係者の出席の規定を適用）

（参考：初回専門部会で示したイメージ図）
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肝属保健医療圏地域医療構想調整会議
平成30年度第１回医療関係者専門部会 開催報告

監 修：調整会議議長（鹿屋市医師会長）
発行・文責：調整会議事務局（鹿屋保健所 健康企画課）

本年２月26日の当初予定から開催が延期されていた専門部会が，４月27日に開催されま
した。

当日は，部会員のほか一般の医療機関から多数の御参加があり，個々の医療機関が率直
に発言できる場として，地域医療構想の枠にとらわれず，肝属地区に将来必要な医療の確
保について白熱した意見交換が行われました。

クローズドの場であるからこそ踏み込んだ発言もあり，議事録の形で御覧いただくこと
はできませんが，今回出席されなかった医療関係者の方々にも協議の様子を知っていただ
くため，あらましをお知らせいたします。

医療関係者の皆様には，次回以降の専門部会への御参加を，心よりお待ちしております。

【開催概要】
日 時：平成30年４月27日（金） 19:00～20:50
場 所：鹿屋市医師会館
出席者：専門部会員：14名（代理８名を含む）

医療関係者：27名（医師11名，看護師6名,事務9名，パラ1名）
行政関係者：３名（行政関係部会員の随行者）
事 務 局：６名（保健所）

１ 事務局説明 すことを内容としているのに対し，会場
保健所の田島健康企画課長から，地域 からは，肝属地区の現在の病床数は既に

医療構想の目的等について説明 絞り込まれた結果であることや，病床は
特に強調したのは，次の４点 ともかく医療機関数が十分でないこと，

① 「地域医療構想」が掲げる将来の必 医師やスタッフも不足し，むしろ将来必
要病床数は統計的に導かれた客観的な 要な医療の確保が課題であるなどとする
数字であり，医療機関自身の経営計画 意見が，多数を占めました。
に関わるものである。 また，地域に必要な医療を行政や住民

② それ故，構想の推進主体は医療機関 も一緒に考えることが必要との意見もあ
自身であることを，十分に認識を。 りました。

③ 地域の将来病床の姿は，医療機関個 地域需要に対応した現在の医療構造や
々の経営判断の総和であり，その全体 地域ならではの即応力を維持しつつ，構
調整の場として「地域医療構想調整会 想が示す将来像とどう調整するか，今後
議」がある。 の協議の必要性が認識されたところです｡

さらに，医療機関が構想の推進主体
として率直に意見交換できる場として, 〈主な意見〉
「医療関係者専門部会」を今回立ち上 ・ 病床を減らす議論ではなく，地域の
げた。 医療機能の維持，医療機関の集約など,

④ 国は，次のように構想推進の強化を 将来にわたる医療の確保の議論が必要
打ち出し，今後も地域の推進状況に応 ・ 医師や，病床を支える夜勤可能な看
じて施策の強化も予想され，調整会議 護師など人材の育成確保が課題
での協議の加速が必要 ・ 高度急性期は多くの人的資源を要し,
・ 調整会議の年４回の開催を標準と 構想が必要とする114床は非現実的

して例示（肝属の実績は年２回） ・ がんなど急を要しない医療について
・ 民間を含む全有床医療機関の将来 も，地域には回復期では必要性がある｡

計画を，30年度末までに調整会議で ・ ロボット手術などは資金的に困難，
協議するよう指示 地域に必要な医療を残す議論を｡

・ 構想の方向に反する医療機関には ・ 診療所を閉め勤務医となり勤務先に
公表等の不利益措置が法制度上設け 病床を集約することや，開業医がオペ
られている旨，解説資料を提示 や分娩は大型医療機関に出向き実施す

・ 病床の廃止に補助金を交付 る方法も考え得る。
・ 地域の核になる医療機関が先ず将来

２ 意見交換 の機能や病床数を示し，周囲の医師が
地域医療構想が病床数を現状より減ら いかにサポートするかが重要

医療関係者専門部会(H30.4.27) 開催報告
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平成29年度病床機能報告について

提出率（様式１：医療機能，構造設備，人員配置等）

〔肝属〕病院： ９４.４％（17/18） 診療所：７９.４％（27/34）

〔全県〕病院： ９８.６％（205/208） 診療所：９１.６％（296/323）

※ 2025の予定について

2025の予定の報告は任意であるため，多くの医療機関が空欄で

提出し，集計上，「休棟等」の「等」の部分に含めてカウントさ

れている。

逆に言えば，2025の予定が立てられる医療機関が極めて少ない

という状況が垣間見える。
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（参考）

H27

（構想策定
時の現況
値）

現況
　　①

6年経過後
(H35・2023)
見込
　　　②

高度急性期 0 0 0 0 17 -17 -17 

急　性　期 374 393 383 323 125 258 198

回　復　期 35 16 35 95 249 -214 -154 

慢　性　期 396 451 488 488 273 215 215

休　棟　等 54 72 123 123 123 123

介護保険施設等 0 0

計 859 932 1,029 1,029 664 365 365

高度急性期 8 8 27 27 114 -87 -87 

急　性　期 1,231 1,177 1,181 1,108 450 731 658

回　復　期 374 429 389 534 570 -181 -36 

慢　性　期 704 700 645 456 596 49 -140 

休　棟　等 97 99 107 191 107 191

介護保険施設等 0 33

計 2,414 2,413 2,349 2,349 1,730 619 619

高度急性期 1,478 1,400 1,416 1,349 1,540 -124 -191 

急　性　期 12,174 12,343 12,170 11,887 5,534 6,636 6,353

回　復　期 3,769 4,055 4,203 5,022 7,048 -2,845 -2,026 

慢　性　期 8,457 9,105 8,584 7,294 5,822 2,762 1,472

休　棟　等 882 1,177 1,098 1,206 1,098 1,206

介護保険施設等 0 713

計 26,760 28,080 27,471 27,471 19,944 7,527 7,527

　【備考】

・

・

病床数の現状(病床機能報告)と地域医療構想・基準病床数の比較

県

全

体

肝属保健医療圏の病院，有床診療所数(精神科医療機関を除く)：平成27年度：55カ所，平成28年度：54カ所
 　うち集計対象医療機関数 ： 平成27年度：50カ所，平成28年度：49カ所，平成29年度：45カ所

522

1,747

16,435

曽
於
保
健
医
療
圏
域

肝
属
保
健
医
療
圏
域

基準
病床数

病 床 機 能 結 果 報 告
（各年7月1日現在の病床数）

現状病床数と
構想の比較

曽於保健医療圏の病院，有床診療所数(精神科医療機関を除く) ： １８カ所（平成27・28年度同数）
 　うち集計対象医療機関数 ： 平成27年度：15カ所，平成28年度：16カ所，平成29年度：16カ所
　　　※　平成27・28年度で医療機関の増減はないが，有効報告数の違いにより，集計に含まれる
　　　　医療機関数に違いが生じている。

H29
（速報値）

H28

地域医療
構想の病
床数
（2025・
H37）
　　③

対 H29
 (①－③)

対 6年経過
　　　　後
　(②－③)

区　分
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【現状】

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 休棟等
介護保険
施設等

計

鹿屋市 0 182 0 0 0 0 182

垂水市 0 91 0 35 0 0 126

肝付町 0 40 0 0 0 0 40

0 313 0 35 0 0 348

公的 肝属郡医師会立病院 錦江町 0 58 0 139 0 0 197

公計 0 371 0 174 0 0 545

肝付町 0 35 49 46 0 0 130

鹿屋市 0 0 0 60 0 0 60

鹿屋市 0 28 0 28 0 0 56

鹿屋市 0 91 34 64 0 0 189

鹿屋市 0 0 0 58 0 0 58

鹿屋市 0 0 0 11 0 0 11

鹿屋市 0 34 36 0 0 0 70

鹿屋市 0 0 0 32 0 0 32

鹿屋市 0 0 0 33 0 0 33

鹿屋市 0 116 100 0 0 0 216

鹿屋市 0 46 0 0 0 0 46

鹿屋市 0 0 60 0 0 0 60

鹿屋市 8 263 0 120 0 0 391

8 984 279 626 0 0 1,897

鹿屋市 0 18 0 0 0 0 18

鹿屋市 0 0 0 0 5 0 5

鹿屋市 0 0 0 0 15 0 15

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

肝付町 0 19 0 0 0 0 19

垂水市 0 0 19 0 0 0 19

鹿屋市 0 0 0 0 18 0 18

鹿屋市 0 6 0 0 0 0 6

鹿屋市 0 0 19 0 0 0 19

鹿屋市 0 2 0 0 0 0 2

垂水市 0 0 19 0 0 0 19

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

鹿屋市 0 0 0 0 19 0 19

東串良町 0 0 0 0 12 0 12

鹿屋市 0 4 0 0 0 0 4

鹿屋市 0 0 0 0 19 0 19

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

鹿屋市 0 15 0 0 0 0 15

鹿屋市 0 0 0 19 0 0 19

肝付町 0 0 17 0 0 0 17

錦江町 0 0 19 0 0 0 19

鹿屋市 0 0 17 0 0 0 17

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

垂水市 0 0 0 0 19 0 19

鹿屋市 19 0 0 0 0 0 19

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

19 197 110 19 107 0 452

27 1181 389 645 107 0 2,349
高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 休棟等
介護保険
施設等

計

区分 医療機関 市町
2017(H29)7.1現在

公
立

病
院

県民健康プラザ鹿屋医療センター

垂水市立医療センター垂水中央病院

肝付町立病院

公立計

公立・公的計

そ
の
他

春陽会中央病院

井ノ上病院

かのや東病院

池田病院

福田病院

桜ケ丘病院

徳田脳神経外科病院

鮫島整形外科病院

児玉上前共立病院

恒心会おぐら病院

検見崎病院

国立療養所星塚敬愛園

大隅鹿屋病院

病院計

診
療
所

小林クリニック

中塩医院

中原クリニック

寿レディースクリニック

高山胃腸科・外科

相良整形外科

渡辺内科

いまがま眼科医院

そえじまクリニック

やのファミリークリニック

池田温泉クリニック

よしどめ整形外科

花田整形外科・リウマチ科医院

岩重医院

長崎内科

東内科小児科クリニック

井上眼科

桑波田産婦人科

村上整形外科医院

あべまつ眼科医院

伊東クリニック

吉川医院

大手町クリニック

鹿屋ハートセンター

診療所計

計

平成29年度病床機能報告結果【肝属医療圏域】(速報版)

大根占医院

前田内科

おばま医院

王産婦人科医院
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【見 通 し】

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 休棟等
介護保険
施設等

計

鹿屋市 0 182 0 0 0 0 182

垂水市 0 46 45 35 0 0 126

肝付町 0 40 0 0 0 0 40

0 268 45 35 0 0 348

公的 肝属郡医師会立病院 錦江町 0 58 42 61 36 0 197

公計 0 326 87 96 36 0 545

肝付町 0 35 49 0 46 0 130

鹿屋市 0 0 0 60 0 0 60

鹿屋市 0 28 0 28 0 0 56

鹿屋市 0 91 66 32 0 0 189

鹿屋市 0 0 0 58 0 0 58

鹿屋市 0 0 0 11 0 0 11

鹿屋市 0 34 36 0 0 0 70

鹿屋市 0 0 0 32 0 0 32

鹿屋市 0 0 0 0 0 33 33

鹿屋市 0 116 100 0 0 0 216

鹿屋市 0 46 0 0 0 0 46

鹿屋市 0 0 60 0 0 0 60

鹿屋市 8 218 45 120 0 0 391

8 894 443 437 82 33 1,897

鹿屋市 0 18 0 0 0 0 18

鹿屋市 0 0 0 0 5 0 5

鹿屋市 0 0 0 0 15 0 15

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

肝付町 0 19 0 0 0 0 19

垂水市 0 0 0 0 19 0 19

鹿屋市 0 0 0 0 18 0 18

鹿屋市 0 6 0 0 0 0 6

鹿屋市 0 0 19 0 0 0 19

鹿屋市 0 0 0 0 2 0 2

垂水市 0 0 19 0 0 0 19

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

東串良町 0 0 0 0 12 0 12

鹿屋市 0 4 0 0 0 0 4

鹿屋市 0 0 0 0 19 0 19

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

鹿屋市 0 15 0 0 0 0 15

鹿屋市 0 0 0 19 0 0 19

肝付町 0 0 17 0 0 0 17

錦江町 0 0 19 0 0 0 19

鹿屋市 0 0 17 0 0 0 17

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

垂水市 0 0 0 0 19 0 19

鹿屋市 19 0 0 0 0 0 19

鹿屋市 0 19 0 0 0 0 19

19 214 91 19 109 0 452

27 1,108 534 456 191 33 2,349

114 450 570 596 1,730
高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 休棟等
介護保険
施設等

計

区分 医療機関 市町
2023.7.1現在

公
立

病
院

県民健康プラザ鹿屋医療センター

垂水市立医療センター垂水中央病院

肝付町立病院

公立計

公立・公的計

そ
の
他

春陽会中央病院

井ノ上病院

かのや東病院

池田病院

福田病院

桜ケ丘病院

徳田脳神経外科病院

鮫島整形外科病院

児玉上前共立病院

恒心会おぐら病院

検見崎病院

国立療養所星塚敬愛園

大隅鹿屋病院

病院計

診
療
所

小林クリニック

中塩医院

中原クリニック

寿レディースクリニック

高山胃腸科・外科

相良整形外科

渡辺内科

いまがま眼科医院

そえじまクリニック

やのファミリークリニック

池田温泉クリニック

よしどめ整形外科

花田整形外科・リウマチ科医院

岩重医院

井上眼科

桑波田産婦人科

村上整形外科医院

あべまつ眼科医院

伊東クリニック

吉川医院

大根占医院

前田内科

おばま医院

王産婦人科医院

長崎内科

東内科小児科クリニック

大手町クリニック

鹿屋ハートセンター

診療所計

計

地域医療構想（2025）
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